








　この報告は,異常児発生要因調査対象児のなかから先天異常とされた患児の

う蝕罹患状態を知る目的で行なったもので,この報告に用いた資料は,同調査の

4 才時点における各歯群別乳歯う蝕罹患状態と先天異常と確定されたもののう

ち奇形(メジャ-)とされたもの(表 l-②)

　それらのなかからとくに従来う蝕罹患率が高いとされている脳神経系の疾患

(表KL-1),口唇口蓋裂児(表KL-2),心血管系の疾嵌か児(表KL-3)と正常児群(表

1-(1))とのクロス集計によって得られたものである。


